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図9:相互作用の例2における個体の内部保持値の時間変化
5 まとめ
カオスニューラルネットワークの遍歴的性質を用いて個体の行動を決定するモデルを提案した｡このモ
デルではネットワーク内の個々のニューロンが写像によるカオス性を有している｡その結果､ネットワー
クの内部状態がつくるパターンにもカオス的な遍歴が生じている｡この遍歴の性質を用いて生物などの行
動を模倣することで､つくりこみによらない多様な運動を実現した｡このモデルを用いることで､従来の
相互作用のみによるモデルとは異なり､1個体しか存在しない場合でも複雑な行動を生成できる｡またこ
のモデルで色々なパラメータを与えてシミュレーションをおこなった結果､内部状態がリミットサイクル
の時は外部の影響を受けにくく､カオス的な時は外部の影響に敏感に反応する様子が見られた｡特に外部
からの刺激が刻々と変化する場合に顕著であった｡このことからカオス性が外部環境への適応に一役かっ
ているのではないかという印象を得た｡
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